
古典の学習指導の実際（高）１０３

月日 時 間 研 修 内 容 等

940 ～10 00 研修オリエンテーション: :
７
月 1000 ～12 00 講義: :
28 「今、高等学校古典教育に求められていること」
日 福岡教育大学 教 授 中谷 雅彦
(水)
1300 ～16 00 協議: :

「古典の学習指導の実際（１ 」）
福岡教育大学 教 授 中谷 雅彦
福岡県教育センター 指導主事 原田 千賀子

講義
「古典学習指導の活性化をめざして」
「古典の学習指導の実際（２ 」―実践例の分析・考察―）

福岡教育大学 教 授 中谷 雅彦

1600 ～16 10 事務連絡: :

講義中の中谷雅彦先生 研究協議

受講者の声
○ 古典は教えやすいという固定観念を柔らかく解きほぐしてくださいました。今まで以上に、
授業の工夫改善をする必要があると感じました。
○ 古典教育の実践例が紹介され参考になりました。特に大村はま先生がなされているという
「テキストづくり」は参考になりました。
○ 資料が抜群に面白いのでもう少し聴いてみたかったです。中身の濃い資料に感謝します。
○ 学校が抱える問題や生徒個々の実態に応じて先生方が工夫されていることが分かりました。
○ 実践例の学習指導案が参考になります。早速自分でも工夫してみたいと思います。
○ 資料が豊富で今後の指針として使わせていただきます。お話もわかりやすいと思いました。
○ 他校・他地域ならではの指導の工夫（悩み）や実践の情報交換ができてよかったです。
○ 協議が活発に出て、いい雰囲気でした。日常的課題で今後に役立てられそうです。


